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▲深江庁舎

▲布津庁舎

▲有家庁舎

▲南有馬庁舎

▲口之津庁舎

▲加津佐庁舎 ▲北有馬庁舎

▲本庁 西有家庁舎

　
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
、
深
江
町
、

布
津
町
、
有
家
町
、
西
有
家
町
、
北
有

馬
町
、
南
有
馬
町
、
口
之
津
町
、
加
津

佐
町
の
八
町
が
合
併
し
、
人
口
約
５
万

４
千
人
、
面
積
約
１
７
０
平
方
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
の
南
島
原
市
が
誕
生
い
た
し
ま

し
た
。

　
こ
こ
に
至
る
ま
で
、
住
民
皆
様
を
は

じ
め
、
国
、
県
、
関
係
機
関
の
深
い
ご

理
解
と
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し

た
こ
と
に
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
の
大
合
併
と
も
称
さ
れ
た
歴
史
的

な
転
換
期
に
、
旧
八
町
で
構
成
さ
れ
た
「
雲

仙
地
域
合
併
協
議
会
」
に
お
い
て
は
、

平
成
十
五
年
九
月
五
日
の
設
置
以
来
、

二
十
四
回
に
亘
る
協
議
会
を
開
催
し
、

数
多
く
の
困
難
な
課
題
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
が
地
域
住
民
の
将
来
に
対
す
る

責
務
を
果
た
す
と
い
う
大
き
な
観
点
か

ら
そ
れ
を
克
服
し
、
南
島
原
市
誕
生
の

実
現
と
い
う
今
日
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。

　
島
原
半
島
の
南
東
に
位
置
す
る
雲
仙

地
域
八
町
は
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
豊
か
な

地
域
性
を
有
し
な
が
ら
も
、
陽
光
き
ら

め
く
温
暖
な
気
候
や
緑
豊
か
に
広
が
る

大
地
、
長
く
連
な
る
海
岸
線
な
ど
美
し

い
自
然
景
観
や
、
こ
の
地
域
で
栄
え
た

固
有
の
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
な
ど
共
通
す

る
財
産
を
多
く
持
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
時
代
の
変
化
の
波
は
確
実

に
地
方
に
も
押
し
寄
せ
て
き
て
お
り
、

社
会
や
経
済
の
情
勢
が
厳
し
さ
を
増
す

中
で
、
各
地
域
の
個
性
を
融
合
さ
せ
な

が
ら
新
し
い
地
域
の
力
を
構
築
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
市
南
島

原
市
の
、
基
本
理
念
で
あ
る
「
南
向
き

に
生
き
よ
う
　
緑
と
ぬ
く
も
り
の
あ
る

感
動
創
造
産
地
　
太
陽
と
自
然
の
恵
み

で
ひ
と
き
わ
輝
く
　
南
島
原
市
」
を
実

現
す
る
た
め
、
互
い
に
知
恵
と
力
を
合

わ
せ
た
大
き
な
連
携
の
中
で
、
理
想
的

な
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
夢
と
誇

り
を
持
て
る
魅
力
溢
れ
る
素
晴
ら
し
い

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
南
島
原
市
政
が
円

滑
に
運
営
で
き
ま
す
よ
う
微
力
な
が
ら

市
長
職
務
執
行
者
と
し
て
の
期
間
、
全

力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
南
島
原
市
長
職
務
執
行
者

　
　
　
　
　
　
　
　
元
　
山
　
芳
　
晴


